
図
書
館
で
古
い
新
聞
を

漁
っ
て
い
る
と
「
南
信
」

（
昭
和
元
年
３
月
２６
日
）

に
佐
々
木
積
（
つ
も
る
）

と
そ
の
娘
夏
川
静
江
に
触

れ
た
「
劇
壇
ゴ
シ
ッ
プ
」

が
目
に
つ
い
た
。

新
聞
記
事
で
、
佐
々
木

は
こ
の
頃
「
小
石
川
小
日

向
水
道
町
の
青
い
鳥
撞
球

場
の
主
人
で
ま
た
新
劇
団

の
古
強
者
で
あ
る
」
こ
と

が
わ
か
る
。ま
た「
可
愛
い

娘
で
あ
る
夏
川
静
江
の
た

め
に
今
度『
青
い
鳥
劇
団
』

を
組
織
し
て
此
廿
三
日
か

ら
六
日
間
、
有
楽
座
に
そ

の
第
一
回
公
演
を
試
む
」

と
あ
り
、
中
央
で
活
躍
す

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。

先
に
「
伊
那
谷
雑
話

８１
」
で
、
河
竹
繁
俊
編

『
坪
内
逍
遥
』（
富
山
房

昭
和
１３
年
）
に
、
明
治
４２

年
４
月
に
坪
内
逍
遥
が
文

芸
協
会
演
劇
研
究
所
を
開

所
し
、
９
月
の
再
募
集
組

の
入
所
の
記
念
写
真
に
、

河
竹
繁
俊
・
中
原
謹
司
・

佐
々
木
積
と
い
う
飯
田
下

伊
那
出
身
の
３
人
の
青
年

が
写
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
ま
た
同
じ
写
真

が
、
村
澤
武
夫
『
伊
那
の

芸
能
』（
伊
那
史
学
会

昭

和
４２
年
）
の
口
絵
と
し
て

使
わ
れ
て
お
り
、
村
澤
は

同
書
１
８
９
頁
に
明
治
４５

年
と
書
い
て
い
る
。
ど
ち

ら
が
正
し
い
の
か
、
ま
だ

調
べ
切
れ
て
い
な
い
が
、

文
芸
協
会
演
劇
研
究
所
は

明
治
４３
年
５
月
に
帝
国
劇

場
で
卒
業
公
演
を
し
て
お

り
、
そ
の
折
り
松
井
須
磨

子
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
上
演

し
た
記
録
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
河
竹
の
明
治
４２

年
９
月
入
所
説
を
と
る
こ

と
に
す
る
。
ま
た
河
竹
と

中
原
に
つ
い
て
は
他
に
書

い
た
も
の
も
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
故
郷
で
も
忘
れ

ら
れ
た
感
の
あ
る
佐
々
木

積
に
つ
い
て
、
上
記
２
書

と
松
井
須
磨
子
の
記
録
や

Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
な

ど
の
情
報
を
統
合
し
て
ま

と
め
て
お
く
。

佐
々
木

積
（
つ
も
る

・
本
名
は
百
千
万
億
と
書

い
て
「
つ
も
る
」
と
読
む
）

は
、
坪
内
逍
遙
の
文
芸
協

会
第
１
期
生
の
俳
優
。
明

治
１９
年
阿
智
村
曽
山
２
７

７
番
屋
敷
の
医
師
佐
々
木

享
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
祖
父
も
医
師
。
屋
号

を
四
ツ
目
屋
。
東
京
府
立

一
中
か
ら
早
稲
田
大
学
英

文
科
に
入
学
。
明
治
４２
年

に
発
足
し
た
坪
内
逍
遥
の

文
芸
協
会
演
劇
研
究
所
第

１
期
生
（
後
期
）
と
し

て
、
中
原
謹
司
、
河
竹
繁

俊
ら
と
同
期
の
入
所
。
４３

年
５
月
の
第
１
回
卒
業
記

念
講
演
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」

（
帝
国
劇
場
）
で
は
劇
中

王
役
で
出
演
。
明
治
４４
年

９
月
２２
日
〜
２４
日
に
文
藝

協
会
演
劇
研
究
所
私
演
場

で
演
じ
ら
れ
た
「
人
形
の

家
」
や
明
治
４５
年
６
月
１９

日
〜
７
月
２
日
の
「
故
郷

マ
グ
ダ
」、大
正
２
年
６

月
２６
日
〜
７
月
２
日
の

「
ジ
ュ
リ
ア
ス
シ
ー
ザ

ー
」
の
キ
ャ
ス
ト
に
も
、

松
井
須
磨
子
や
土
井
春

曙
、
東
儀
鉄
笛
ら
に
並
ん

で
「
ア
ン
ナ
」
を
演
じ
た

佐
々
木
積
の
名
前
が
あ
る

が
、
素
顔
は
特
定
で
き
な

か
っ
た
。
文
芸
協
会
解
散

後
の
大
正
２
年
舞
台
協
会

を
創
立
し
、
帝
劇
な
ど
で

公
演
し
、
新
劇
の
俳
優
と

し
て
な
ら
し
た
。
女
優
夏

川
静
枝
（
本
名
飯
田
静

枝
）、夏
川
大
二
郎
は
再
婚

後
し
た
妻
の
連
れ
子
で
あ

る
。
昭
和
２０
年
１
月
６
日

亡
く
な
っ
た
。

�
�
��

「南信」（昭和元年３月２６日）

松井須磨子と共演する佐々木積（「故郷」での１コマ）

＊
好
評
発
売
中
！

嶋
不
濁
著
『
黄
眠
先

生
が
行
く

日
夏
耿

之
介
残
影
』

（
南
信
州
新
聞
社
刊
）
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